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匈

　

奴

　

西

　

移

　

年

　

表

附
・
フ
ｙ
ネ
ソ
‥
‥
匈
奴
に
開
す
る
再
考
察

一

　

緒

　
　
　
　
　

諭

二

　

北
匈
奴
年
表

三

　

北
匈
奴
の
に
韓
住
に
就
い
て

四五

　

●．

／ゝ

北
匈
奴
の
西
方
登
展
と
Ｋ
ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ

北
匈
奴
の
K
i
ｒ
ｇ
ｎ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
移
住
に
就
い
て

H
l
i
n
i
i
e
n
北
匈
奴
の
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
　
＾
服
に
就
い
て

内

　
　
　

田

吟

　
　

風

　
　
　

七

　

結

　
　
　
　

論

　
　
　
　
　
　
　
　

一

　

緒

　
　
　
　
　

論

　

四
世
紀
後
期
欧
羅
巴
に
侵
入
し
て
猛
威
を
振
っ
た
ヴ
ォ
ル
ガ
ー
フ
ン
ネ
ン
が
、
漢
史
に
見
ゆ
る
所
謂
北
匈
奴
の
後
裔
で
あ
る
こ
と
は
共
雨

民
族
性
の
類
似
、
名
稲
の
一
致
北
匈
奴
の
西
奔
フ
ン
ネ
ン
の
出
現
時
期
の
合
致
等
忙
よ
り
、
古
く
よ
り
欧
洲
史
家
の
推
定
せ
る
處
で
あ
っ
た

が
、
然
し
其
は
勿
論
情
況
判
断
的
論
断
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
八
九
九
年
Ｆ
ｆ
.
　
H
i
ｒ
ｔ
ｈ
教
授
（
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ

　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
　
ｕ
ｎ
ｄ

Ｈ
ｉ
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
.
　
S
i
ｔ
ｚ
ｂ
.
　
ｄ
｡
　
W
i
ｓ
ｓ
.
　
i
n
　
M
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
p
h
i
l
.
-
h
i
ｓ
ｔ
-
　
Ｋ
!
｡
）
　
＾
、
魏
１
　
粟
特
國
傅
の
記
事
が
フ
ン
ネ
ン
の
史
賓
を
匈
奴
の
名
を
以
て
記

述
し
て
ゐ
Ｋ
'
こ
と
を
中
心
に
、
種
々
た
る
史
料
を
以
て
ヴ
ォ
ル
ガ
フ
ン
ネ
ン
仕
賞
に
北
匈
奴
の
西
走
せ
る
も
の
に
外
な
ち
な
い
こ
と
を
立
澄
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遊

し
て
以
来
、
多
く
の
史
家
の
信
じ
て
疑
は
ざ
る
處
と
な
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

ジ
）

　

斯
様
な
譚
で
ヒ
ル
ト
氏
以
前
は
勿
論
、
と
ル
ト
氏
自
身
も
北
匈
奴
が
支
那
人
に
追
は
れ
て
西
方
に
逃
れ
た
顛
末
に
就
て
は
非
常
に
綿
密
ｒ

調
査
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
然
し
余
は
未
だ
之
等
を
以
て
充
分
に
正
確
精
密
な
り
と
は
思
惟
し
得
ず
、
従
っ
て
叉
北
匈
奴
ｏ
ヴ
ォ
ル
ガ
フ
ン

ネ
ッ
㈱
易
の
経
過
説
明
に
も
梢
粗
筆
を
冤
れ
な
か
っ
た
と
信
す
る
。
叉
清
・
沈
惟
賢
氏
後
漢
匈
奴
表
の
如
き
も
、
北
匈
奴
の
事
蹟
を
併
記
す

る
と
雖
も
殆
ど
湊
廷
と
の
交
渉
に
止
り
、
フ
ン
ネ
ン
史
に
資
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。

　

本
論
文
は
北
匈
奴
の
西
域
経
略
、
欧
洲
内
移
動
の
状
態
を
、
従
前
よ
り
も
明
瞭
に
記
述
せ
ん
こ
と
を
庶
幾
し
た
る
も
の
で
、
同
時
に
之
に

よ
ぴ
フ
ッ
ネ
ッ
匈
奴
の
同
一
説
に
對
し
て
の
情
況
判
断
的
澄
明
資
料
を
増
加
せ
ん
と
欲
し
た
も
の
に
外
な
ら
な
い
（
上
述
の
如
く
と
ル
よ

の
立
澄
あ
る
も
、
其
根
繍
た
る
史
料
の
僅
少
は
、
今
肯
情
況
判
断
的
資
料
ｏ
支
持
補
充
を
必
須
と
す
る
こ
と
云
ふ
迄
も
な
と
。

（
イ
）
匈
奴
フ
ッ
ネ
ッ
の
同
一
族
な
り
や
否
や
、
叉
フ
ン
ネ
ン
匈
奴
の
種
属
に
闘
す
ろ
古
来
幾
多
の
研
究
前
學
に
就
て
は
、
他
日
之
を
一
括
し
て
回
顧
記
述
し
む

　
　

い
と
思
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
今
茲
に
多
く
の
紙
面
４
　
取
っ
て
捻
述
す
石
こ
と
を
避
け
た
い
。
然
し
唯
ヒ
ル
ト
教
授
は
こ
の
Ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
ｕ
ｎ
ｄ

　
　

Ｈ
ｉ
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
　
ｔ
＆
表
の
後
、
更
に
ｔ
ｌ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
ｏ
ｒ
ｓ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
（
Ｋ
ｅ
ｌ
ｅ
ｔ
i
　
Ｓ
ｚ
ｅ
ｍ
ｌ
ｅ
｡
　
１
９
０
１
）
並
に
M
ｒ
.
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
m
i
l
l

　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
（
Ｔ
ｈ
ｅ

　
　

ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｏ
ｔ
　
m
e
　
Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ
｡
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
｡
　
　
１
９
０
９
）
　
ｙ
Ｊ
-
出
し
て
前
詫
を
吸
調
し
一
二
の
小
峡
詣
を
補
正
し
旦
つ
キ
ン
グ
ス
ミ
ル
氏
の
反

　
　

對
論
を
論
破
し
た
の
で
あ
る
。
教
授
の
所
論
に
對
し
て
は
勿
論
二
三
の
反
對
論
か
お
り
ご

　
　

Ａ
ｔ
ｉ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｆ
ｅ
ｌ
　
Ａ
ｔ
ｔ
ｉ
ｌ
ａ
ｓ
　
ｎ
ａ
ｃ
ｈ
　
Ｔ
ｏ
ｈ
ａ
ｎ
ｎ
ｅ
ｓ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
　
Ｔ
ｈ
ｕ
ｒ
ｏ
ｃ
ｚ
（
Ｖ
Ｉ
　
≪

^
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
a
l
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｌ
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
　
１
８
９
９
）

　

の
如
き
は
有
力
な
反
對
論

　
　

が
出
で
よ

　
　

出
し
得
ず
（
そ
れ
に
就
て
は
大
綬
第
六
節
に
述
べ
た
積
で
あ
る
）
且
つ
同
教
授
の
フ
ン
ネ
ン
匈
奴
脆
費
表
以
後
今
日
多
く
の
學
者
が
其
を
信
じ
、
特
に
欧

　
　

洲
の
東
洋
學
者
の
大
部
分
が
極
東
に
於
け
ろ
匈
奴
其
物
を
も
肯
フ
ン
ネ
ン
と
稀
ふ
こ
と
さ
へ
躊
躇
し
･

≫
:
:
?
い
ｒ
状
１
　
尽
否
定
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
倚
ヒ

　
　

ル
ト
教
授
以
前
に
同
一
史
料
に
よ
り
同
轍
な
ろ
學
競
が
露
西
亜
東
洋
學
者
に
提
唱
さ
れ
て
ゐ
･
ｖ
ｉ
こ
と
、
或
は
叉
催
令
匈
奴
フ
ン
ネ
ン
の
同
一
を
認
め
Ｋ
!
と

　
　

ｔ
其
間
他
族
の
大
な
ろ
混
和
を
考
慮
ｙ
ｓ
;
ぼ
な
ら
ぬ
と
認
す
説
等
々
に
就
て
は
之
亦
總
て
他
日
に
譲
ろ
。
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ニ
北
匈
奴
年
表

「
界
字
」
紀
（
後
漢
書
本
紀
）
匈
（
同
南
匈
奴
）

　

鮮
（
鮮
卑
）

　

超
、
勇
（
班
超
班
勇
）

　

固
、
憲
（
賞
固
賓
憲
）

　

秉
、
恭
、
受
（
駄
秉
耽
恭
収
受
）

　

形
（
祭
形
）

　

蘇

　
　
　

（
蘇
章
‘

　

魯
（
魯
恭
）

　

班
（
班
固
）

　

梁
（
梁
悌
）

　

安
（
袁
安
）

　

馮
（
馮
豹
）

　

烏
蔦
桓
）

　

西
（
西
域
序
）

　

渉
、
疏
、
後
、
于
（
渉
車
疏
勒
卓
師
後
部
于

　
　
　

寞
）
列
傅
、
喜
袁
宏
後
漢
紀
‘

　

司
（
司
馬
彪
後
漢
書
）

　

東
（
東
靉
漢
記
）

　

魏
（
魏
咎
）

　

裴
碑
（
在
パ
ル
ク
ル
裴
岑
紀
功
碑
文
）

　

書
三
國
志
所
引
魏

　
　
　

書
）

　

悦
（
魏
書
Ｊ
史
悦
般
傅
）

　

者
（
同
者
舌
傅
）

　

粟
（
同
粟
特
傅
）

　

夷
（
晋
書
康
居
傅
）

　

志
（
後
漢
書
天
文
志
）

建
武
廿
四
年
4
8

　
　

廿
八
年
5
2

廿
九
年
5
3

永
平
三
年
6
0

　
　

四
年
6
1

五
年
6
2

六
年
6
3

八
年
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
）

匈
奴
日
逐
王
比
・
蒲
奴
軍
于
に
畔
き
後
漢
に
降
り
南
軍
于
と
な
り
、
匈
奴
茲
忙
南
北
に
分
る
。
（
匈
・
紀
）

　

北
匈
奴
濡
に
漬
使
。
馬
及
襄
を
貢
し
和
親
を
乞
ひ
且
つ
西
域
諸
胡
を
導
て
象
見
せ
ん
と
云
ふ
。
濡
雑
暗
の
類
を
厚
附

し
、
諸
胡
献
見
の
事
を
許
さ
す
。
（
匈
・
紀
）

　

北
匈
奴
遣
使
前
年
０
如
し
、
漢
璽
書
報
答
緑
檜
を
逡
る
。
（
匈
）

　

此
頃
鳥
桓
（
烏
・
書
）
及
び
鮮
卑
、
漢
の
賞
賜
を
目
的
に
屡
々
北
匈
奴
を
侵
掠
す
。
（
鮮
）

１
Φ
ｔ
ｉ
ｅ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｉ
参
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
一
1
1
1
1
1
1
一
一
回
1
1
1
1
Φ
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
S
1
4
1
S
1
1
1
－
－
1
1
1
1
1
1
晋
一
－
1
1
1
1
1
1
1
一
一
一
一
一
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
－
1
1
1
1
1
1
1
d
－
－
－
－
－
－

　
　
　

背
誉
ａ
謳

（
鴇
認
悶
悶

１ １
）

（
ｓ
）
む
率
て
茜
車
國
を
討
つ
。
（
荻
）

茜
車
于
寅
に
降
れ
る
を
以
て
、
北
匈
奴
鴫
茲
尉
黎
焉
香
等
十
五
國
兵
三
萬
を
殺
し
、
于
賞
を
攻
降
す
。
C
i
沙
)

以
後
于
寞
、
北
匈
奴
の
監
護
下
に
南
道
に
覇
た
り
。
（
超
）

北
匈
奴
０
一
軍
漢
の
五
原
雲
中
を
寇
す
、
南
軍
于
の
力
に
よ
り
撃
退
。
（
匈
・
紀
・
志
）

北
匈
奴
漢
に
合
市
を
求
む
、
漢
恐
れ
て
之
を
許
す
。
（
匈
）

北
匈
奴
、
南
匈
奴
の
畔
者
を
迎
入
せ
ん
と
し
て
失
敗
、
漢
と
の
和
平
破
れ
、
（
句
）
西
域
諸
國
を
脅
従
し
て
大
い
に
河
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j∂

十
三
年
7
0

十
六
年
7
3

十
七
年
7
4

十
八
年
7
5

建
初
元
年
7
6

　
　

二
年
7
7

西
に
侵
入
す
。
（
西
・
匈
）

　

此
頃
北
匈
奴
伊
吾
ｒ
南
呼
新
部
を
置
屯
せ
し
む
。
（
袁
）

　
　
　
　

（
六
〇
－
七
〇
北
匈
奴
西
域
登
展
第
一
期
）

叉
班
超
を
疏
勒
に
攻
む
。
（
超
）

　

漢
・
都
護
戊
己
校
尉
を
磨
罷
し
。
戊
校
尉
取
恭
迎
還
さ
ろ
〔
都
護
已
校
尉
既
に
歿
す
〕
（
恭
・
紀
・
西
）

　

漢
・
伊
吾
屯
兵
を
賤
し
西
域
を
棄
つ
。
（
紀
・
西
・
超
）

　

北
匈
奴
伊
吾
に
屯
兵
・
西
域
再
び
北
匈
奴
の
勢
力
下
に
置
か
る
。
（
西
）

18－-

　

甕
固
等
所
率
の
漢
軍
出
塞
、
大
い
に
北
匈
奴
を
討
つ
。
（
紀
・
匈
・
固
・
超
・
西
・
志
・
字
形
）
固
、
北
匈
奴
呼
指
王
を
天
山
、

耐
凱
に
撃
破
し
、
（
紀
・
亨
司
・
固
・
超
）
伊
吾
に
漢
兵
を
留
屯
、
（
固
・
紀
）
帝
宜
禾
都
尉
を
置
く
。
（
西
）

　

北
匈
奴
の
一
軍
雲
中
漁
陽
を
寇
掠
。
（
匈
・
志
・
紀
）

　

班
超
、
于
寞
善
鄙
経
普
、
北
匈
奴
ｏ
勢
力
を
排
す
。
（
超
）

　

班
超
。
疏
勒
を
北
匈
奴
の
手
よ
り
漢
に
移
し
、
寇
・
疏
）
西
域
諸
國
漢
に
遣
子
入
侍
す
。
（
紀
・
西
）

　

喪
固
所
率
の
漢
軍
蒲
類
海
に
北
匈
奴
を
大
破
し
、
車
師
前
後
雨
部
を
降
す
。
（
固
・
恭
・
秉
・
紀
・
蘇
）

　

漢
・
西
域
都
護
（
陳
睦
）
戊
校
尉
（
取
恭
・
車
師
後
部
金
蒲
城
）
己
校
尉
（
開
寵
・
前
部
柳
中
）
に
置
き
、
烏
孫
漢
に
録
服
す
（
恭
・
西
・
‘

紀
・
東
・
司
・
袁
）

　

北
単
于
西
域
を
同
復
す
べ
く
、
左
谷
政
王
二
萬
騎
を
以
て
車
師
後
部
を
併
呑
、
戊
校
尉
（
詔
‰
陥
）
姦
回

し
ヽ
（
紀
・
恭
・
司
）
焉
香
亀
茲
を
し
て
都
護
（
四
）
範
・
超
・
恭
・
西
・
魯
・
東
）
を
攻
浚
、
已
校
尉
（
四
作
。
）
を
攻
園
す
。
（
恭
）
輸
茲

・

１

ｌ

ｆ

・

１

１

１

・

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

ｌ

ｉ

ｒ



4９

元
和
元
年
8
4

　
　

二
年
8
5

章
和
元
年
8
7

永
元
元
年
8
9

二
年
9
0

三
年
9
1

　

北
軍
于
漢
忙
交
易
を
求
め
。
大
且
渠
伊
莫
替
王
等
牛
馬
萬
診
を
責
し
て
漢
買
と
交
易
、
漢
邸
舎
を
設
け
て
厚
遇
に
力

む
。
（
匈
）

　
　
　
　

（
七
六
ｉ
八
四
北
匈
奴
西
域
登
展
第
こ
期
）

　

北
匈
奴
大
人
車
利
泳
兵
等
率
衆
漢
に
降
る
。
（
匈
）

　

班
超
、
渉
車
疏
勒
４
　
降
し
、
威
西
域
に
震
ふ
（
渉
・
超
・
紀
）

　

鮮
卑
大
い
に
北
匈
奴
ｏ
左
地
に
入
り
、
北
箪
子
優
留
を
斬
り
、
衆
十
饌
萬
を
降
す
。
（
事
匈
・
芒

　

此
頃
北
匈
奴
、
鮮
卑
丁
令
南
匈
奴
に
侵
掠
せ
ら
れ
、
西
域
亦
寓
昨
、
且
磯
戴
あ
り
、
漢
に
降
る
者
前
後
百
三
十
能
部

に
達
し
、
大
に
衰
耗
す
。
（
匈
）

　

賃
憲
等
所
率
の
漢
軍
大
い
に
北
匈
奴
を
稽
落
山
に
破
り
、
私
渠
北
槌
海
に
追
ひ
、
名
王
以
下
萬
三
千
を
斬
る
。
（
憲
・

事
紀
・
西
・
匈
其
他
）
日
逐
王
等
八
十
一
部
二
十
能
萬
漢
に
降
る
。
（
憲
）

　

北
草
于
漬
使
朝
見
を
請
ひ
、
漢
班
固
を
１
　
し
迎
ふ
、
（
紀
・
乎
東
）
會
々
南
匈
奴
左
谷
姦
王
師
子
北

９
　

掩
破
せ
し
を

以
て
引
還
す
。
（
飼
・
紀
・
憲
）

　

漢
副
校
尉
を
西
涙
、
北
匈
奴
を
討
ち
伊
吾
を
奪
同
す
。
（
紀
・
西
）

　

漢
将
歌
使
、
北
軍
干
を
金
微
山
に
破
り
、
母
闘
氏
以
下
名
王
五
千
を
斬
る
。
（
匈
’
紀
・
襲
）

　

北
軍
于
等
遂
に
遁
走
、
烏
孫
の
地
（
自
）
に
移
住
す
。
③

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ロ
）

　

〔
北
匈
奴
右
谷
砥
王
於
除
腱
、
八
部
二
萬
鰍
を
串
て
蒲
類
海
逡
（
Ｂ
ａ
ｒ
　
ｋ
ｕ
i
ｙ
ｊ
.
止
り
北
草
于
を
自
稗
す
（
受
・
安
・
匈
）
〕

　

m
超
、
仙
茲
温
。
翁
姑
墨
等
を
降
し
（
超
・
袁
）
、
西
域
都
護
（
裁
茲
）
戊
校
尉
（
車
師
前
部
高
昌
壁
）
戊
部
候
（
後
部
候
城
）
復
置
（
西
・
馮
）
〕
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勿

四
年
9
2

五
年
9
3

へ

　

Ｊ

　

４

六
年
９

永
元
十
六
年
1
0
4

元
興
元
年
1
0
5

延
子
元
年
1
0
6

永
初
元
年
1
0
7

元
初
四
年

　

六
年

延
光
二
年

一
一
一

年

此
頃
鮮
卑
、
北
匈
奴
の
故
地
に
入
り
、
北
匈
奴
の
齢
種
十
能
萬
落
鮮
卑
に
降
っ
て
雑
居
、
鮮
卑
兵
と
自
稀
す
。
へ
書
’
鮮
）

〔
於
除
鍵
歓
塞
、
漢
之
に
北
草
于
の
璽
綬
４
　
奥
へ
、
中
郎
将
持
節
衛
護
す
。
（
紀
・
匈
・
東
）
〕

〔
於
除
鍵
叛
眸
、
漢
兵
逍
斬
其
衆
か
破
滅
す
。
（
匈
・
紀
）
〕

〔
班
超
、
愈
並
等
八
國
の
兵
七
萬
其
他
か
串
て
焉
者
を
破
り
西
域
五
十
腺
國
か
服
脇
す
。
〔
西
・
紀
・
超
〕

車
師
後
部
王
泳
提
叛
畔
、
北
匈
奴
に
奔
る
、
漢
兵
追
斬
す
。
（
後
）

北
軍
于
漢
廷
に
遣
使
ブ

北
単
于
使
を
敦
煌
に
鐙
わ
ｙ
、
遣
子
入
侍
せ
ん
と
乞
ふ
、
漢
唯
加
賜
す
る
の
み
。
（
匈
・
紀
・
袁
）

〔
冬
西
域
反
叛
・
都
護
任
倚
か
圃
む
、
漢
救
軍
か
閔
し
。
倚
等
を
迎
還
す
。
（
袁
・
西
・
紀
・
勇
）
〕

　

〔
漢
都
護
伊
吾
柳
中
屯
田
を
慶
罷
、
西
域
か
放
棄
す
。
（
西
・
勇
こ
梁
）
〕

　

北
匈
奴
復
た
西
域
諸
國
を
牧
属
し
、
爾
後
諸
國
と
共
に
湊
の
境
逡
を
寇
す
こ
と
十
有
訟
年
。
（
西
・
勇
）

　

南
匈
奴
日
逐
王
逢
侯
０
衆
漢
に
畔
き
塞
外
に
出
で
鮮
卑
に
抄
掠
せ
ら
れ
て
逞
に
悉
く
北
匈
奴
に
錨
す
。
（
匈
）

　

漢
長
史
索
班
を
西
涙
し
伊
吾
屯
田
再
普
を
試
し
も
北
草
于
に
攻
没
さ
る
。
（
西
・
勇
）

　

此
頃
北
匈
奴
呼
祈
王
、
常
に
蒲
類
（
Ｂ
ａ
ｒ
ｋ
ｕ
ｌ
）
秦
海
Ｃ
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ｕ
ｓ
　
　
Ｅ
ｕ
ｘ
i
n
ｕ
ｓ
｡
　
　
　
Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
　
Ｓ
ｅ
ａ
）
の
間
を
展
韓
、
西
域
を

専
制
す
。
（
西
・
袁
）
④

　

〔
漢
班
勇
を
西
域
紺
普
に
涙
逡
す
。
（
西
・
勇
）
〕

　
　
　
　

（
一
〇
七
―
一
二
三
北
匈
奴
西
域
衰
展
第
三
期
）

班
勇
車
師
前
部
を
定
め
、

北
匈
奴
伊
叢
王
を
伊
和
谷
に
撃
破
す
。

（
勇
）
④
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2j

　
　

四
年
爾

永
建
元
年
1
2
6

　
　

二
年
1
2
7

　
　

六
年
8
1

　
　
　
　
　

1

陽
嘉
元
年
8
2

　
　

三
年
8
4

　
　

四
年
1
8
5

永
和
二
年
8
7

元
嘉
元
年
1
5
1

　
　

二
年
1
5
2

永
興
元
年
1
5
8

永
壽
年
間

延
熹
初
年

ca.l58 ca.l56

　

班
勇
車
師
後
部
王
及
び
北
匈
奴
持
節
使
者
を
斬
り
、
（
勇
）
車
師
全
部
を
平
定
。
（
後
・
弩

　

班
勇
北
匈
奴
呼
彷
王
を
破
り
、
（
後
）
北
単
于
ｏ
従
兄
を
捕
斬
し
、
衆
二
萬
を
降
す
。
（
勇
）

　

北
草
于
自
ら
萬
飴
騎
を
率
て
軍
師
後
部
に
入
る
、
班
勇
の
軍
迎
撃
。
骨
都
侯
を
斬
り
北
軍
于
を
撃
走
す
。
呼
彷
王
た

め
に
枯
梧
水
上
に
徒
居
す
。
（
勇
）

　

〔
班
勇
焉
者
を
降
し
、
ａ
茲
疏
勒
于
高
渉
車
十
七
國
漢
に
来
服
、
然
而
鳥
孫
葱
嶺
以
西
逡
に
絶
つ
。
（
西
）
〕

　

〔
漢
、
復
た
伊
香
に
屯
田
、
伊
吾
司
馬
を
置
ぐ
。
（
西
・
紀
）
〕

　

〔
漢
敦
煌
太
守
徐
白
、
疏
勒
王
盤
等
の
兵
を
し
て
于
支
を
虜
掠
。
斬
首
三
百
級
（
西
）
〕

　

漢
の
車
師
後
部
司
馬
北
匈
奴
を
閻
吾
陸
谷
比
掩
撃
軍
于
０
母
季
母
等
を
斬
り
、
歯
獲
甚
大
。
（
後
・
紀
）

　

北
匈
奴
呼
指
王
車
師
後
部
を
侵
掠
、
漢
救
援
す
る
能
は
ず
、
（
後
）
此
後
漢
の
勢
威
衰
へ
西
域
諸
國
梢
々
箭
放
（
西
）

　

敦
煌
太
守
裴
岑
、
呼
祈
王
及
共
衆
を
斬
賊
。
（
涙
碑
）

　

呼
街
王
伊
吾
に
寇
し
、
漢
伊
吾
司
馬
を
蒲
類
海
東
に
殺
し
更
に
伊
吾
屯
城
を
攻
む
。
漢
大
軍
を
出
し
救
ひ
、
北
匈
奴

引
去
。
（
後
）

　

〔
于
高
漢
に
叛
き
長
史
王
敬
ふ
柳
中
に
殺
す
（
西
・
紀
・
于
）
。
漢
罰
し
得
ず
（
于
ご

　

車
師
後
王
阿
羅
多
漢
の
屯
軍
を
攻
め
て
失
敗
、
亡
走
す
。
（
後
・
西
）

　

漢
戊
校
尉
閻
詳
、
阿
羅
多
が
北
匈
奴
ｏ
援
を
語
ひ
来
る
を
恐
れ
、
王
位
に
迎
へ
復
す
。
（
後
）

　

此
頃
疏
勒
敵
茲
北
匈
奴
務
車
烏
孫
屡
々
張
披
酒
泉
を
犯
し
住
民
を
掠
取
す
。
（
袁
・
季
屑
）

　

北
匈
奴
、
東
部
西
域
を
棄
て
、
西
の
方
康
居
の
北
（
K
i
ｒ
ｇ
ｈ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
北
部
）
に
移
動
す
。
④

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ハ
）

　

・
（
営
時
残
留
せ
り
と
思
は
る
Å
も
０
は
其
部
族
名
を
二
三
（
饒
般
・
抜
也
稽
等
の
族
）
史
乗
に
残
す
の
み
）
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頃
6
6

麗

　

’
延
熹
九
年
以

　
　
　
　
　
　
　
　

Ｃ

　
　
　
　
　
　
　
　

０

　
　
　

魏
三
國
初
心

　
　
　
　
　
　
　
　

〇

　
　
　

晋

　
　

初
ぷ

　
　
　
　
　
　
　
　

心

　
　
　
　
　
　
　
　

０

　
　
　

晋
永
和
頃
3
5

　
　
　

代
建
國
初
頃
｀

詰
新
訂

鮮
卑
檀
石
槐
大
い
に
興
り
、
西
島
孫
を
討
ち
書
く
北
匈
奴
の
苦
地
を
掩
有
し
烏
孫
と
隣
す
。
（
書
・
鮮
）

北
匈
奴
な
＾
　
　
K
i
ｒ
ｇ
ｈ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
に
留
り
、
其
附
近
の
慢
族
を
併
合
す
。
（
魏
）
④

　

北
匈
奴
康
居
の
北
部
Ｃ
Ｋ
ｉ
ｒ
ｇ
ｈ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
南
部
、
Ｓ
ｙ
ｒ
ｄ
ａ
ｒ
i
a
北
岸
）
を
奪
ひ
、
（
悦
）
康
居
０
中
心
南
方
に
遷
る
。
（
夷
・

者
）
⑥北

匈
奴
（
″
｀
刀
）
奄
蔡
（
阿
蘭
Ａ
ｏ
ｒ
ｓ
i
　
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
）
王
を
殺
し
、
其
國
（
Ａ
ｚ
ｏ
ｆ
｡
　
Ｃ
ａ
ｕ
ｃ
ａ
ｓ
ｕ
ｓ
間
０
地
方
）
を
奪

ら
Ｉ

（
粟
）

フ
ン
ネ
ン
王

　

B
a
l
a
m
i
ｒ
衆
を
率
て
｝
）
ｏ
ｎ
ａ
ｕ
河
港
に
侵
入
す
。
⑥

注
意

　

表
中
の
○
内
に
附
せ
る
数
字
は
參
照
す
べ
き
本
論
文
の
章
を
ボ
す
も
の
で
あ
ろ
。

（
イ
）
袁
宏
後
漠
紀
に
は
満
奴
輩
于
と
あ
ろ
。
漢
書
匈
奴
悼
を
検
す
石
に
。
匈
奴
内
に
蒲
奴
水
（
丁
謙
・
漢
書
匈
奴
傅
攻
詮
は
之
を
塔
楚
河
に
比
ぜ
す
）
あ
り
。
輩

　
　

于
の
名
も
亦
こ
の
河
名
と
同
一
で
蒲
奴
単
子
と
す
ろ
の
が
正
し
い
の
で
は
＊
t
＜
?
ま
い
か
と
考
へ
ろ
。

（
ロ
ー
恵
棟
日
袁
紀
作
阿
修
。
銭
大
昭
日
疑
印
於
除
鍵
也
左
常
作
右
。
黄
山
目
安
下
言
烏
桓
鮮
卑
新
殺
北
単
于
今
立
其
弟
則
二
虜
使
怒
、
案
南
匈
奴
傅
章
和
元
年

　
　

鮮
卑
撃
北
匈
奴
斬
優
留
華
于
父
永
元
三
年
北
単
于
復
認
戮
拠
所
破
逃
亡
不
知
所
在
其
弟
谷
截
王
於
除
徳
自
立
篤
単
于
疸
使
歎
塞
蜜
憲
上
書
立
篤
北
軍
于
朝

　
　

廷
従
之
似
阿
修
別
認
一
人
乃
優
留
之
弟
若
於
陰
徳
之
兄
是
篤
嗣
軍
于
但
逃
亡
未
１
　
篤
二
虜
殺
也
惟
袁
紀
謂
阿
修
誄
君
之
子
又
具
烏
丸
鮮
卑
認
父
兄
之
鍾
則

　
　

似
印
認
於
除
徳
故
雌
鑑
不
更
及
阿
修
之
名
也
（
王
先
謙
集
解
）
と
諸
況
あ
り
。
然
れ
ど
も
惟
ふ
に
阿
修
於
除
徳
は
別
人
で
め
ろ
。
袁
宏
後
漢
紀
に
よ
れ
ば
阿

　
　

修
を

　
　

安
憲
は
左
鹿
截
王
阿
修
芯
北
軍
于
む
ら
し
む
可
く
奏
請
し
む
が
袁
安
の
反
對
上
奏
に
よ
り
て
却
下
さ
れ
む
認
、
憲
は
改
め
て
右
鹿
会
王
於
除
徳
を
北
草
于

　
　

に
奏
請
し
、
遼
に
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
こ
と
了
解
出
来
、
阿
修
於
除
徳
の
別
人
む
ろ
こ
と
明
で
め
ゐ
。
倚
白
鳥
博
士
は
成
吉
思
汗
の
父
也
速
該
の
子

　
　

Ｕ
ｔ
ｓ
ｉ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
　
ｉ
ｉ
匈
奴
の
於
陰
縫
と
同
名
な
1
0
べ
く
、
Ｄ
ａ
ｋ
ｈ
ｕ
ｒ
語
の
ｕ
ｃ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
｡
　
　
ｉ
ｓ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
｡
　
i
ｔ
ｓ
ｉ
ｋ
ｅ
ｎ
（
小
の
義
）
で
あ
ら
う
と
論
ぜ
ら
れ
た
（
西
域
史
上
の

　
　

新
研
究
）
。

（
こ
魏
書
西
域
吼
・
面
嬬
嬬
傅
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Ｓ

　
　
　
　
　
　
　
　

Ξ

　

北
匈
奴
の
麓
韓
住
に
就
て

　

北
匈
奴
は
こ
の
金
微
山
大
敗
後
直
ち
に
康
居
の
地
に
遁
逃
し
た
も
０
と
従
来
考
へ
ら
れ
て
居
た
。
即
ち
後
漢
書
南
匈
奴
傅
及
び
同
欣
羨
傅

に
『
北
草
于
逃
走
し
て
所
在
を
知
ら
す
』
と
見
え
、
魏
書
西
域
傅
に
至
り
て
漸
く
『
北
軍
于
金
微
山
を
越
へ
て
康
居
に
逃
る
』
と
記
さ
れ
て
ゐ

る
の
を
認
め
る
が
故
に
、
営
時
北
草
于
は
遥
か
西
方
康
居
の
地
に
逃
れ
た
焉
、
後
漢
の
人
々
は
彼
り
行
方
を
全
く
知
ら
な
か
っ
た
が
、
其
後

西
方
よ
り
の
報
導
に
よ
り
魏
書
編
纂
の
頃
ま
で
に
は
支
那
人
も
漸
く
北
単
于
が
康
居
に
逃
れ
た
の
で
あ
っ
た
こ
ぞ
を
知
っ
た
と
見
る
の
で
あ

っ
て
、
Ｄ
ｅ
ｇ
ｕ
ｉ
ｇ
ｎ
ｅ
ｓ
氏
、
H
i
ｒ
ｔ
ｈ
教
授
、
白
鳥
博
士
等
多
く
の
學
者
は
大
蔵
斯
様
に
観
察
を
下
し
た
如
く
で
あ
る
。
〔
〕
く
［
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
教
授
は
、

こ
の
北
章
于
の
康
居
逃
亡
を
前
流
に
於
け
る
郵
支
箪
于
の
康
居
移
住
と
ｏ
混
同
よ
り
生
せ
る
誤
傅
で
あ
る
と
篤
し
た
が
、
之
は
同
教
授
が
康

居
を
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
　
　
　
Ａ
）
誤
り
考
へ
た
こ
と
に
生
じ
た
疑
で
あ
り
、
且
其
他
に
は
魏
書
の
記
事
を
郵
支
と
の
混
同
誤
記
と
鴛
す
何
等
の
澄
左
を
提

示
し
て
ゐ
な
い
の
で
あ
ろ
）
。

　

然
る
に
後
漢
書
を
仔
細
に
桧
す
る
に
、
後
漢
の
人
々
は
決
し
て
北
章
于
の
行
方
を
永
く
見
失
っ
て
居
た
も
の
で
な
い
こ
と
、
北
草
于
は
決

し
て
敗
戦
後
直
ち
に
康
居
に
走
っ
た
も
０
で
な
い
こ
と
を
考
へ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
本
表
に
も
明
記
せ
る
如
く
永
元
三
年
以
後

漢
は
西
域
に
於
て
北
匈
奴
、
北
軍
于
其
物
と
屡
次
交
渉
を
有
し
た
事
、
南
匈
奴
傅
論
、
袁
安
傅
に
北
軍
于
は
烏
孫
に
移
っ
た
と
明
記
せ
ら
れ

て
あ
る
事
（
通
典
亦
之
に
従
っ
て
ゐ
る
）
を
震
見
す
る
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
後
漢
書
の
何
處
に
も
康
居
移
住
の
事
が
記
さ
れ
て
ゐ
な
い
の

は
、
後
漢
人
が
北
軍
于
の
行
方
を
全
然
知
ら
な
か
っ
た
鴛
で
は
な
く
、
却
っ
て
後
節
に
逍
ぶ
る
如
く
其
の
康
居
移
住
が
三
國
時
代
末
期
乃
至

晋
代
初
期
に
置
か
る
可
く
、
後
漢
一
代
は
大
儒
烏
孫
Ｑ
地
即
ち
固
河
上
流
域
地
方
に
占
居
し
て
ゐ
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
で
あ
る
。
事
賓

斯
く
の
如
く
に
考
へ
ざ
る
限
り
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
後
流
と
北
匈
奴
と
の
彼
れ
程
０
頻
繁
切
賞
な
接
鯛
交
渉
を
殆
ど
了
解
し
得
な

い
で
あ
ら
う
。
即
ち
後
流
時
代
に
若
し
康
居
｛
K
i
ｒ
ｇ
ｈ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
｝
の
如
き
遠
西
の
地
に
北
匈
奴
が
移
り
住
ん
だ
と
す
れ
ば
、
（
そ
う
で
な
い

-23-



麗

こ
と
は
康
居
方
面
の
状
勢
か
ら
見
て
も
解
か
る
が
、
（
後
節
參
照
）
、
彼
の
様
な
支
那
西
逡
に
於
け
る
断
え
ざ
る
漢
北
匈
奴
の
交
渉
は
殆
ど
不

可
解
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
且
つ
北
匈
奴
の
遺
種
に
し
て
絢
茲
（
今
の
庫
車
）
の
北
に
建
國
し
北
魏
時
代
に
は
１
　
孫
の
西
北
に
於
て
二
十
萬
の

人
口
を
有
す
る
単
于
王
國
と
な
っ
た
焼
般
國
の
成
立
も
、
斯
様
な
北
軍
于
の
烏
孫
樗
住
の
状
勢
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
始
め
て
完
全
に
了

　

要
之
、
北
草
于
は
漢
軍
に
撃
破
せ
ら
れ
て
、
オ
ル
Ｊ
ン
河
西
な
る
単
于
庭
を
棄
て
ア
ル
タ
イ
山
脈
中
の
一
山
と
思
は
る
金
微
山
を
越
へ
て

鳥
孫
０
地
帥
ち
イ
リ
河
上
流
域
０
一
地
方
に
移
り
住
み
、
其
後
数
十
年
の
間
後
漢
と
葱
嶺
以
東
０
西
域
諸
國
に
對
す
る
覇
を
争
つ
た
後
、
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ロ
）

散
の
残
留
者
を
亀
茲
の
北
に
遺
し
て
遠
酉
キ
ル
ギ
ス
啖
野
な
る
康
居
の
地
に
移
動
し
た
も
の
と
思
考
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

（
イ
）
白
鳥
博
士
は
烏
孫
に
就
て
の
考
（
史
學
雑
誌
一
ご
に
於
て
、
北
草
于
は
オ
ル
Ｊ
ン
河
西
の
原
于
庭
を
逃
れ
ア
ル
タ
イ
山
脈
中
の
一
山
と
思
は
れ
ろ
金
微

　
　

山
を
越
ヘ
イ
ル
チ
シ
上
源
地
に
出
で
タ
ル
バ
ガ
タ
イ
を
鯉
て
バ
ル
カ
シ
湖
南
に
達
し
康
居
に
到
っ
む
と
考
へ
ら
れ
、
侭
に
此
の
魏
書
悦
般
傅
の
記
事
と
衝

　
　

突
矛
盾
が
生
ず
ろ
の
を
逍
憾
と
せ
ら
れ
逡
に
愧
般
傅
の
一
部
を
誤
認
と
ま
で
考
へ
ら
れ
ち
。
然
し
北
軍
于
が
斯
橡
に
先
づ
鳥
孫
に
逃
れ
且
つ
長
期
居
住
し

　
　

て
ゐ
む
と
す
れ
ぼ
魏
書
の
記
事
と
も
全
然
合
致
し
て
極
め
て
圓
滑
に
解
憚
で
き
ろ
わ
け
で
あ
ろ
。
倚
悦
般
㈲
が
ぬ
放
の
北
に
國
を
成
し
む
の
な
ら
ぼ
其
後

　
　

勃
興
し
む
鮮
卑
檀
石
槐
や
嬬
々
の
侵
寇
を
必
ず
受
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
む
筈
で
あ
ろ
の
に
、
却
っ
て
烏
孫
が
受
け
て
ゐ
ゐ
こ
と
は
一
腹
不
思
議
で
は
あ
る

　
　

が
、
然
し
之
亦
魏
書
の
文
か
詳
細
に
検
討
す
れ
ぼ
。
北
匈
奴
残
留
民
の
止
っ
れ
處
は
始
め
砲
茲
で
お
つ
む
が
其
後
國
を
作
っ
む
の
は
烏
孫
の
西
北
（
悦
般

　
　

國
在
烏
孫
西
北
）
で
あ
っ
ち
事
か
知
り
ご

　
　

松
井
壽
男
學
士
「
親
書
内
域
傅
の
批
判
と
悦
般
國
の
方
位
」
の
所
脱
も
亦
悦
般
國
常
初
の
位
置
と
し
て
見
ろ
べ
き
で
あ
ろ
と
思
ふ
。

（
こ
北
庭
金
微
山
砲
茲
烏
孫
康
居
等
の
地
の
現
在
地
名
と
の
比
定
は
總
て
白
鳥
博
士
「
烏
孫
に
就
て
の
考
」
及
び
同
博
士
「
西
域
史
上
の
新
研
究
康
居
考
≒
粟

　
　

特
國
考
」
參
照
。
誓
ヒ
ル
ト
教
授
は
北
原
子
は
烏
孫
を
通
融
し
て
直
ち
に
康
居
に
逃
れ
た
と
し
て
ゐ
ろ
が
、
之
で
は
不
充
分
で
あ
ろ

四

　

北
匈
奴
の
西
方
護
展
と
Ｋ
ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
.
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鮎

ゝ
東
西
交
通
史
の
一
権
威
Ａ
ｌ
ｂ
ｅ
ｒ
ｔ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｒ
ｍ
ａ
ｎ
ｎ
博
士
は
其
著
Ｌ
ｏ
ｕ
-
Ｉ
ａ
ｎ
　
ｆ
ｌ
９
３
１
）
　
＾
於
て
、

　

希
眼
の
地
理
學
者
Ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｂ
ｏ
ｎ
は
Ｂ
ａ
ｃ
ｔ
ｏ
ｒ
i
a
王
の
支
配
権
が
Ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
　
ｍ
ｊ
　
Ｐ
ｈ
ｒ
ｙ
ｎ
ｅ
ｎ
　
　
　
ｙ
至
る
迄
摘
っ
て
ゐ
る
こ
と
を
記
述
し
て
ゐ
る
。
帥

ち
吾
人
は
茲
に
Ｌ
ｏ
ｕ
-
Ｉ
ａ
ｎ
史
に
重
要
な
役
割
を
す
る
二
つ
ｏ
中
央
ア
ジ
・
ア
民
族
ｏ
名
を
先
づ
知
っ
た
譚
で
あ
る
。
Ｊ
ｑ
ロ
～
（
そ
れ
は
或
時

は
Ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
.
　
Ｐ
ｈ
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
.

　

叉
は
Ｐ
ｈ
ａ
ｕ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ａ
ｊ
-
｡
ｓ
>
呼
ば
れ
た
）
こ
そ
匈
奴
即
ち
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
―
Ｉ
Ｉ
ｊ
営
時
Ｍ
ｏ
ｎ
ｇ
ｏ
ｌ
ｅ
ｉ
及
Ｄ
ｓ
ｕ
ｎ
ｇ
ａ
ｒ
e
i
　
　
Ｑ
最
強

民
族
に
し
て
後
に
支
那
人
の
彼
に
そ
の
欽
地
を
追
は
れ
、
埓
に
欧
羅
巴
の
恐
怖
と
な
っ
た
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
に
外
な
ら
ぬ
。
か
く
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
　
　
Ｓ

蒙
古
種
で
あ
る
に
反
し
Ｓ
ｅ
ｒ
ｅ
ｎ
　
Ｓ
≪
　
P
l
i
m
ｕ
ｓ
　
＾
、
注
意
す
可
く
も
、
紅
髪
碧
眼
と
記
し
て
ゐ
る
。
積
り
彼
等
は
疑
も
無
く
ｌ
ｌ
の
子
孫

で
あ
る
云
々
。

と
述
べ
て
居
る
が
、
之
は
古
代
匈
奴
の
中
央
ア
ジ
ア
進
出
０
状
態
を
一
不
す
も
０
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
之
は
本
論
０
問
題
と
し
て
ゐ
る
北
匈
奴

の
欧
亜
境
上
移
樗
と
は
直
接
開
係
０
無
い
古
い
事
で
あ
る
か
ら
今
茲
に
深
く
穿
盤
す
る
必
要
は
無
い
。
唯
、
次
に
述
べ
る
北
匈
奴
に
関
す
る

欧
洲
人
０
知
識
が
生
す
る
以
前
に
も
既
に
古
く
欧
洲
に
匈
奴
の
名
が
知
れ
て
ゐ
た
一
參
考
に
挙
げ
た
ま
で
よ

　

却
脆
、
表
中
に
掲
げ
た
後
漢
書
西
域
傅
並
に
袁
宏
後
流
紀
０
『
延
光
二
年
（
西
紀
一
二
三
）
０
頃
に
至
り
北
匈
奴
呼
行
王
は
常
に
蒲
類
、
秦

海
の
間
を
展
韓
し
西
域
諸
國
を
専
制
し
た
。
』
と
言
ふ
記
事
は
此
頃
に
至
り
北
匈
奴
の
欧
亜
境
上
に
迄
も
其
の
勢
力
範
園
を
摘
張
し
た
こ
と
を

示
す
も
０
に
外
な
ら
ぬ
。

　

而
し
て
こ
０
事
変
は
Ｐ
ｔ
o
l
e
m
ｙ
　
＾
二
世
紀
後
牛
Ｂ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｎ
ａ
ｅ
と
Ｒ
ｏ
ｘ
ｏ
ｌ
ａ
ｎ
ｉ
　
Ａ
ｊ
　
Ｑ
間
な
る
啖
野
に
存
在
し
た
諸
部
族
中
に
Ｋ
ｎ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
　
　
ｊ
ｆ
ｃ
<

る
名
を
挙
げ
て
記
し
て
ゐ
る
こ
と
、
或
又
西
紀
二
〇
〇
年
頃
９
１
國
境
上
の
諸
壁
族
部
落
を
Ｓ
ｃ
ｙ
ｔ
ｈ
ｓ
｡
　
Ｈ
ｕ
ｔ
匪
Ｃ
ａ
ｓ
ｐ
ｉ
ａ
ｎ
ｉ
｡
　
Ａ
ｌ
ｂ
ａ
ｎ
ｉ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
）

Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
i
ｕ
ｓ
　
Ｐ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
＾
畢
げ
て
ゐ
る
の
と
相
團
じ
て
確
変
性
を
よ
り
深
め
ら
る
ｘ
も
の
で
あ
る
。

　

蒲
類
が
Ｂ
ａ
ｒ
i
k
ｕ
ｌ
海
、
今
の
新
疆
鋲
西
懸
巴
里
坤
湖
な
る
こ
と
は
定
説
で
あ
り
、
秦
海
が
後
漢
書
李
賢
ｏ
注
に
「
大
秦
國
在
西
海
西
、
故

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
ロ
）

日
秦
海
」
と
あ
る
に
依
り
て
も
、
之
が
Ｐ
ｏ
ｎ
ｔ
ｕ
ｓ
　
Ｅ
ｕ
ｘ
ｉ
ｎ
ｎ
ｓ
今
日
の
黒
海
な
る
｀
’
こ
と
極
め
て
明
白
で
あ
り
、
常
時
北
匈
奴
の
根
攘
地
は
未
だ
猶
東
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勿

ト
ル
キ
ス
タ
ン
方
面
に
存
し
た
に
は
相
違
な
い
け
れ
ど
も
（
前
節
北
匈
奴
の
㈱
住
參
照
・
此
営
時
流
軍
と
の
交
渉
あ
っ
た
伊
和
谷
、
閻
吾
陸

谷
―
こ
れ
は
軍
于
の
季
母
母
闘
氏
等
が
斬
叙
せ
ら
れ
莫
大
な
る
南
獲
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
見
て
も
恐
ら
く
単
于
庭
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は

る
１
等
は
現
在
の
何
處
と
確
定
す
る
こ
と
は
出
来
な
ヤ

あ
り
、
殊
に
こ
の
時
流
は
葱
嶺
以
西
と
は
全
く
絶
っ
た
０
で
あ
る
か
ら
、
是
等
の
地
が
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
方
面
に
在
っ
た
こ
と
疑
な
い
）
然

し
既
に
彼
等
北
匈
奴
の
中
の
若
干
部
族
は
露
西
亜
ス
テ
ッ
プ
、
カ
ス
ピ
國
境
上
に
占
住
し
欧
人
に
も
そ
の
名
を
知
ら
る
ｘ
に
至
り
、
北
匈
奴

０
大
臣
ト
常
時
其
名
琥
の
・
史
上
頻
出
よ
り
見
て
一
種
の
東
方
總
督
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
は
る
ｘ
－
呼
祈
王
は
黒
海
よ
り
巴
里
坤
に
至
る
全

中
央
ア
ジ
ア
の
諸
國
間
を
展
輯
し
損
廉
の
賞
を
皐
げ
て
ゐ
た
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
肯
袁
宏
後
漢
紀
殤
帝
紀
に
、

　

自
伊
吾
通
車
師
前
部
高
昌
壁
北
通
後
部
五
百
里
是
匈
奴
西
域
之
門
也

と
あ
り
、
叉
北
匈
奴
が
H
i
地
方
を
先
づ
根
強
と
し
た
状
態
よ
り
考
へ
て
も
、
欧
亜
を
結
ぶ
彼
等
の
交
通
路
の
本
道
は
北
道
で
あ
っ
た
と
考

へ
ら
れ
る
。

（
イ
扁
【
｡
　
Ｈ
.
　
Ｈ
ｏ
w
ｏ
ｒ
ｔ
ｈ
｡
　
Ｓ
ｏ
ｍ
ｅ
　
Ｎ
ｏ
ｔ
ｅ
ｓ
　
ｏ
ｎ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
Ｈ
ｕ
ｎ
ｓ
.
（
Ｖ
Ｉ
　
Ｃ
ｏ
ｎ
ｇ
ｒ
ｅ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｓ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
a
l
i
ｓ
ｔ
ｅ
ｓ
｡
　
Ｉ
に
｡
ｅ
ｉ
ｄ
ｅ
　
１
８
８
３
）
　
｡
　
　
H
i
ｒ
ｔ
ｈ
｡
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

　
　

ｕ
ｎ
ｄ
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
　
＾
照
。

　
　
　

従
来
古
代
の
西
史
の
中
で
民
族
大
移
動
前
に
フ
ン
ネ
ン
の
事
を
記
し
て
あ
ろ
個
所
は
多
く
學
者
の
疑
を
惹
い
れ
の
で
あ
つ
て
、
こ
の
Ｄ
ｉ
ｏ
ｎ
ｙ
ｓ
i
ｕ
ｓ

　
　

Ｆ
ｅ
ｒ
ｉ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ｅ
ｓ
に
し
ろ
フ
ン
ネ
ン
の
名
を
畢
け
て
ゐ
^
Ｑ
Ｓ
３
に
Ｂ
ｅ
ｒ
ｎ
ｈ
ａ
ｒ
ｄ
ｙ
　
　
Ｈ
之
尽
三
四
世
紀
の
交
の
人
と
論
じ
む
り
し
て
ゐ
ろ
が
、
其
は
既
に
ヒ
ル
ト

　
　

教
授
も
論
じ
た
如
く
支
那
史
料
よ
り
し
て
北
匈
奴
の
西
進
を
知
れ
ぼ
、
之
等
欧
洲
古
史
の
所
悩
を
侭
で
≪
ｋ
;
と
言
ひ
去
り
得
な
い
こ
と
明
で
あ
ゐ
。
況
や

　
　

前
述
の
如
き
匈
奴
の
大
没
展
の
明
か
な
ろ
以
上
は
で
あ
ろ
。

（
ロ
）
大
秦
國
が
東
羅
馬
を
指
す
も
の
で
あ
ろ
の
は
定
説
で
あ
る
。
従
つ
て
秦
海
が
唐
李
賢
注
の
如
く
東
羅
馬
東
浸
の
海
印
ち
黒
海
な
ろ
こ
と
疑
を
容
v
Ｏ
　
Ｊ
.
地
な

　
　

し
・
然
ろ
に
丁
謙
は
後
漢
書
西
域
傅
攻
箆
に
於
て
狼
り
に
李
注
を
否
定
し
、
秦
海
か
烏
。
爾
本
有
西
北
の
阿
爾
雅
泊
に
比
定
し
む
け
れ
で
も
、
僅
か
新
彊
省

　
　

中
の
一
隅
阿
爾
雅
巴
里
坤
間
か
往
復
し
て
、
如
何
に
し
て
西
域
諸
國
か
専
制
し
得
ろ
か
。
丁
謙
の
誕
は
仝
く
根
擦
な
き
謬
説
と
云
は
れ
ぼ
な
ら
ね
。
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五

　

北
匈
奴
の
K
i
ｒ
ｇ
ｈ
ｉ
ｚ
　
Ｓ
ｔ
ｅ
ｐ
ｐ
ｅ
移
住
に
就
て

Ａ
、
郵
支
の
康
居
移
住
と
ｏ
對
比

　

北
匈
奴
の
康
居
移
住
を
考
ふ
る
上
に
於
て
直
ち
に
思
ひ
出
さ
る
ｘ
の
は
前
漢
時
代
に
行
は
れ
た
る
か
の

匈
奴
邦
支
軍
于
の
同
じ
康
居
移
住
の
事
で
あ
る
。
こ
の
雨
者
に
闘
し
て
は
脱
に
と
ル
ト
教
授
ｏ
興
味
深
い
對
比
が
あ
る
か
ら
、
茲
に
抽
記
し

て
置
か
う
。
（
但
し
括
弧
内
は
筆
者
の
註
記
改
補
）

　

紀
元
前
五
十
三
年
に
呼
韓
邪
軍
于
と
郭
支
軍
于
が
互
に
主
権
を
争
ふ
た
時
に
寧
ろ
漢
國
に
降
っ
て
安
楽
の
暮
を
す
る
の
が
上
策
で
あ
ら
う

と
い
ふ
議
を
提
出
し
た
者
が
あ
る
と
、
同
時
に
匈
奴
民
族
の
大
望
心
の
確
然
と
動
か
ぬ
隣
民
族
を
従
へ
よ
う
と
云
ふ
世
界
史
に
岐
立
し
た
る

気
象
は
音
現
し
た
。
・
ｊ
・
而
し
て
此
時
主
戦
論
者
の
糠
慨
し
た
る
言
は
「
不
可
、
匈
奴
之
俗
本
上
気
力
、
而
下
服
役
、
’
以
馬
上
戦
闘
鴬
國
、

故
有
威
名
於
百
慢
、
戦
死
壮
士
所
有
也
、
今
兄
弟
争
國
、
不
在
兄
則
弟
、
雖
死
狙
有
威
名
、
子
孫
常
長
諸
國
」
で
あ
る
。

　

こ
の
抗
議
に
も
拘
ら
ず
呼
韓
邪
軍
于
は
逞
に
匈
奴
の
比
較
的
怯
弱
な
る
部
落
を
串
て
漢
國
に
降
っ
た
。
然
し
か
の
閣
議
の
折
に
現
れ
た
精

９
　
は
ア
ツ
チ
ラ
の
模
範
と
し
て
恥
ち
な
い
邦
支
軍
于
が
、
漢
國
に
降
っ
た
同
胞
と
別
れ
て
彼
時
ｏ
計
書
を
賓
行
し
た
事
業
に
於
て
音
揮
せ
ら

れ
た
ｏ
で
あ
る
。
郵
支
は
凡
て
己
と
接
す
る
者
を
威
嚇
し
た
。
先
づ
初
め
に
ア
ク
ス
の
北
天
山
の
麓
に
都
を
有
し
た
鳥
孫
と
戦
っ
て
之
に
勝

ち
次
に
北
に
韓
じ
て
烏
掲
を
攻
め
、
さ
て
其
兵
力
を
以
て
西
は
堅
昆
を
伐
ち
北
は
丁
令
を
降
し
遼
に
悉
く
其
領
土
を
併
せ
て
王
庭
を
堅
昆

（
キ
ル
ギ
ス
）
の
地
に
設
け
た
。
こ
の
時
郭
支
ｏ
建
て
た
國
の
中
に
は
種
々
な
る
民
族
を
包
含
し
て
居
た
が
多
分
此
の
民
族
は
そ
の
後
欧
洲
ｏ

方
に
於
て
フ
ン
ネ
ン
と
云
ふ
總
栴
の
下
に
統
括
せ
ら
れ
た
諸
民
族
と
同
じ
分
子
で
あ
ら
う
。
而
し
て
フ
ン
ネ
ン
ｏ
名
は
そ
の
王
朝
ｏ
名
か
但

し
は
勇
武
不
掟
の
精
９
　
を
有
し
て
支
配
者
に
適
し
た
る
小
数
ｏ
民
族
の
名
に
相
違
な
い
。
郵
支
箪
于
は
其
後
、
漢
國
ｏ
使
者
を
殺
し
て
彼
の

國
と
の
和
睦
を
失
ふ
た
の
に
加
へ
て
漢
に
同
盟
し
た
る
呼
韓
邪
軍
于
の
墜
迫
に
苦
ん
で
ゐ
た
處
へ
そ
ｏ
舅
に
富
る
康
居
王
か
ら
共
に
兵
力
を

併
せ
て
鳥
孫
を
攻
め
た
い
と
云
ふ
懇
望
の
あ
っ
た
の
に
任
せ
て
彼
の
國
に
赴
く
こ
と
に
決
心
し
た
の
で
あ
る
。
さ
て
郭
支
妓
キ
ル
ギ
ス
か
ら
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Ｓ

康
居
へ
赴
く
際
に
寒
苦
の
た
め
に
そ
の
一
部
を
失
ふ
た
。
印
ち
怯
弱
ｏ
者
は
後
に
遺
り
残
部
五
百
人
の
み
が
康
居
へ
つ
い
て
（
Ｔ
ａ
ｌ
ａ
ｓ
河
上

　
　
　
　
　
　

（
イ
）

流
域
に
住
居
を
定
め
た
）
…
…
邦
支
が
此
處
に
根
徨
を
堅
め
て
勢
力
は
近
隣
を
凌
ぐ
ば
か
り
に
成
り
康
居
王
０
女
と
其
人
民
数
百
人
を
打
殺

し
た
の
で
非
親
姻
で
而
も
恩
人
で
あ
る
康
居
王
で
さ
へ
も
之
を
畏
れ
に
く
む
様
に
な
っ
た
。
漢
史
に
記
す
る
所
に
よ
れ
ば
郵
支
は
闇
蘇
大
宛

諸
國
に
命
じ
て
貢
賦
を
納
め
さ
せ
た
と
あ
る
。
…
…
郵
支
は
紀
元
前
三
六
年
に
漢
兵
及
共
同
盟
者
と
敬
っ
て
討
死
し
た
が
其
の
匈
奴
は
蒙
古

地
方
よ
り
更
に
同
族
の
来
て
そ
の
勢
力
を
復
活
す
る
迄
は
例
の
堪
忍
力
を
以
て
此
新
領
土
を
固
守
し
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
こ
と
は
デ
ギ
ヌ
と

均
し
く
余
輩
の
信
す
る
處
で
あ
る
紀
元
九
〇
年
北
匈
奴
が
漢
兵
及
南
匈
奴
０
兵
と
稽
落
山
に
戦
っ
て
敗
北
を
取
っ
た
時
に
大
勢
の
援
軍
が
康

居
に
捺
っ
て
ゐ
た
匈
奴
の
同
胞
に
来
る
可
き
機
會
が
現
れ
た
の
で
あ
る
。
あ
嗇
自
一
一
一
後
漢
書
の
記
す
る
所
の
も
０
は
無
論
漢
軍
の
大
勝
利
を
示
す

も
の
で
あ
ゐ
。
然
し
此
の
敗
北
を
以
て
匈
奴
が
１
　
く
滅
び
た
も
の
な
ら
ぱ
漢
０
史
家
は
特
に
非
事
を
書
い
た
で
あ
ら
う
に
只
匈
奴
の
所
在
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｛
ロ
｝

知
ら
す
と
の
み
あ
る
處
よ
り
み
れ
ぱ
彼
の
時
に
敵
の
逃
れ
た
も
の
は
紗
が
ら
ぬ
様
に
思
は
れ
る
。
北
草
于
は
魏
書
饒
般
傅
に
も
記
さ
れ
る
如

く
康
居
―
抑
き
に
邨
支
単
于
の
身
を
寄
せ
た
庚
居
の
地
へ
移
っ
た
の
で
あ
る
。
郵
支
が
キ
ル
ギ
ス
の
地
よ
り
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
新
領
地
に
移

っ
た
時
に
は
無
力
気
力
ｏ
最
も
優
れ
た
も
の
χ
み
を
連
れ
た
と
い
ふ
事
及
北
単
于
が
西
に
遁
れ
た
時
に
鼠
弱
の
者
は
天
山
の
火
山
脈
に
非
南

境
を
接
し
て
ゐ
る
土
地
に
留
っ
て
悦
般
國
と
稀
へ
た
事
な
ど
か
ら
推
し
て
見
る
と
非
時
よ
旦
二
百
年
後
に
フ
ン
ネ
ｙ
ｏ
名
を
以
て
世
界
を
驚

か
し
た
匈
奴
民
族
は
原
民
族
中
で
最
も
気
力
に
富
ん
だ
も
の
よ
り
成
立
っ
て
ゐ
た
に
違
な
い
。
か
く
漢
史
の
二
個
所
に
明
示
せ
ら
れ
て
あ
る

如
く
怯
弱
ｏ
者
は
後
に
留
っ
て
抜
群
の
者
が
前
に
進
む
と
い
ふ
こ
と
は
匈
奴
の
西
方
移
蒔
の
模
型
と
見
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　

暴
力
を
以
て
数
百
年
ｏ
間
世
界
に
非
名
を
轟
か
し
た
る
ア
ル
タ
イ
原
野
の
民
族
が
後
来
大
謄
不
敵
の
気
力
を
登
輝
す
る
匈
奴
固
有
の
精
紳

を
高
度
に
有
す
る
國
民
の
骨
子
と
な
る
前
に
言
は
ｙ
憧
め
飾
に
か
け
ら
れ
た
様
な
も
の
で
あ
る
。
フ
ン
ネ
ン
は
元
来
戦
闘
と
威
権
を
好
む
小

撒
の
團
偕
で
凡
て
人
と
云
は
る
ｘ
限
り
の
人
を
ぱ
前
後
左
右
の
嫌
な
く
引
き
さ
ら
っ
て
之
に
已
が
勇
猛
の
精
紳
を
吹
き
こ
め
て
フ
ン
ネ
ン
に

陶
鎔
さ
せ
よ
う
と
務
め
た
民
族
で
あ
る
。
而
し
て
此
の
民
族
が
紀
元
前
五
三
年
の
閣
議
に
期
せ
ら
れ
た
も
の
、
帥
ち
「
有
威
名
於
百
慢
、
戦
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勿

死
壮
士
所
有
也
、
雖
死
獅
有
威
名
、
子
孫
常
長
諸
國
」
と
い
ふ
も
０
に
成
り
上
る
ま
で
に
は
鍛
錬
に
鍛
錬
を
重
ね
た
Ｑ
で
奢
る
。
（
禄
白
鳥
博

士
課
文
）

　

北
軍
于
の
西
移
と
邨
支
の
康
居
占
領
と
の
對
比
は
此
０
ヒ
ル
ト
教
授
の
一
文
に
脆
き
婁
く
さ
れ
て
居
る
。
同
教
授
が
前
文
で
強
調
せ
る
如

く
匈
奴
フ
ン
ネ
ン
に
於
て
最
も
重
硯
す
べ
き
も
の
は
其
不
携
不
屈
の
精
４
　
で
あ
る
。
彼
等
の
物
質
文
明
は
謂
は
ｙ
殆
ど
全
く
他
民
族
よ
り
の

強
奪
誄
求
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
言
ふ
に
足
ら
な
い
の
は
勿
論
で
あ
る
。
吾
人
が
彼
等
の
研
究
を
鴛
す
上
に
最
も
興
味
を
惹
き
最
も
緊
要
な

こ
と
は
彼
等
の
、
有
し
た
物
質
で
は
無
く
変
に
彼
等
の
精
９
　
力
の
登
露
、
そ
れ
を
可
能
な
ら
し
め
た
制
度
組
織
で
あ
る
。

（
イ
）
ヒ
ル
ト
氏
は
郵
支
の
逃
れ
し
康
居
中
の
地
鮎
ふ
ヤ
ク
サ
ル
テ
ス
河
下
流
域
と
せ
ろ
も
、
之
は
誤
で
白
鳥
博
士
（
康
居
考
）
の
孜
定
ゼ
ら
れ
し
如
く
ダ
ラ
ス

　
　

流
域
と
ゼ
れ
ぼ
な
ら
ぬ

（
ロ
）
氏
は
北
草
于
が
金
微
山
逃
走
後
。
烏
孫
に
長
期
止
り
西
域
地
方
に
覇
を
将
し
れ
事
情
か
閑
却
し
れ
篤
、
斯
橡
な
想
像
を
す
乙
外
な
か
つ
む
の
で
あ
る
。
勿

　
　

論
北
軍
于
は
多
敷
の
臣
民
を
串
て
逃
れ
む
こ
と
。
表
中
に
掲
げ
し
北
匈
奴
の
其
後
の
活
躍
漢
と
の
西
域
争
覇
に
よ
り
充
分
認
め
ら
Ｋ
)
　
＞
｡
處
で
あ
ゐ
。

Ｂ
、
北
匈
奴
の
キ
ル
・
ギ
ス
移
住
年
代

　

北
匈
奴
が
金
微
山
敗
北
後
直
ち
に
康
居
の
地
即
ち
キ
ル
ギ
ス
啖
野
に
走
っ
た
も
０
で
な
く
、
数
十
年

の
間
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
中
心
を
置
い
た
も
の
と
考
ふ
可
き
こ
と
は
前
章
『
北
匈
奴
の
白
轄
住
に
就
て
』
に
於
て
述
べ
た
處
で
あ
る
が
、

而
ら
ぽ
彼
等
は
何
年
頃
に
康
居
ｏ
地
に
移
住
し
た
の
で
あ
ら
う
か
。
既
に
前
章
『
北
匈
奴
の
西
方
殺
展
と
Ｋ
ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｉ
Ｊ
　
ｙ
於
て
略
這
し
た
如

く
、
北
匈
奴
は
酉
紀
こ
一
三
年
頃
に
は
西
は
黒
海
東
は
蒲
類
に
至
る
仝
中
亜
に
跨
る
廣
大
な
る
地
域
を
専
制
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
康
居
に

對
し
て
も
既
に
其
頃
よ
り
営
然
勢
力
を
及
ぼ
し
て
ゐ
た
と
考
へ
ら
れ
る
。
従
っ
て
絃
に
彼
等
ｏ
康
居
移
住
を
論
す
る
に
は
彼
等
が
東
ト
ル
キ

ス
タ
ン
を
全
く
引
き
彿
ひ
、
変
際
に
康
居
の
地
を
占
居
し
た
時
代
に
限
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
る
に
表
中
に
も
示
し
た
る
如
く
、
北
匈
奴
は

永
壽
年
間
を
以
て
漢
と
ｏ
交
渉
は
無
く
な
り
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
彼
等
の
活
躍
０
事
変
は
漢
史
の
上
に
急
に
記
載
せ
ら
れ
な
く
な

っ
た
。
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此
頃
に
至
り
鮮
卑
０
発
腿
は
著
し
く
覗
石
槐
の
西
診
は
上
谷
以
西
敦
煌
に
澄
す
る
地
方
で
あ
り
、
貳
は
西
島
孫
を
汁
ク
て
島
孫
と
隣
接
す

る
に
至
C
＼
、
北
匈
奴
の
故
地
を
全
く
掩
有
す
る
状
態
で
あ
っ
た
こ
と
（
後
に
は
嬬
々
、
高
車
族
の
甕
展
）
は
北
匈
奴
の
回
退
の
最
大
原
因
で

あ
っ
た
と
見
て
差
支
へ
な
い
で
あ
ら
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

’

　

魏
書
の
云
ふ
北
草
于
の
康
居
逃
走
即
ち
北
匈
奴
が
葱
嶺
以
東
の
西
域
諸
國
に
對
す
る
覇
槽
を
棄
て
、
三
の
地
方
を
引
き
彿
っ
て
西
方
キ

ル
ギ
ス
啖
野
へ
移
㈱
し
た
の
は
、
這
般
０
事
情
よ
り
見
て
表
中
に
示
せ
る
如
く
延
熹
初
年
即
ち
西
紀
一
五
八
年
の
頃
と
公
定
す
る
こ
と
は
最

も
妥
営
で
あ
る
と
考
へ
る
。
北
魏
時
代
に
悦
般
國
と
し
て
知
ら
れ
た
北
匈
奴
の
遺
種
が
、
最
初
亀
茲
（
庫
車
）
の
北
に
止
ま
Ｊ
國
を
建
て
た
の

も
全
く
こ
の
延
熹
初
年
頃
の
事
と
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
尤
も
北
匈
奴
は
此
時
直
ち
に
康
居
國
の
本
土
を
襲
奪
し
た
も
の
で
な
く
、
（
そ
れ
は

紀
元
二
八
〇
年
頃
で
あ
っ
て
）
、
恐
ら
く
康
居
の
附
近
乃
至
外
逡
地
方
で
あ
っ
た
ら
う
こ
と
は
次
節
（
Ｃ
）
に
於
て
考
察
し
た
通
り
で
あ
る
。

Ｃ
、
北
匈
奴
の
移
住
し
た
キ
ル
ギ
ス
の
地
鮎

　

北
匈
奴
が
東
部
西
域
を
引
き
梯
っ
て
移
勤
し
来
っ
た
地
方
は
、
最
初
よ
り
康
居
本
土
即
ち
シ

ル
ダ
リ
ア
北
岸
地
方
で
あ
っ
た
と
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
常
時
の
貿
際
知
識
を
大
部
分
の
資
料
と
し
て
編
纂
せ
ら
れ
た
と
信
ず
べ
き
魚

篆
０
魏
略
西
彼
傅
（
三
國
志
所
引
）
に
、

　

康
居
本
國
無
増
損
也

と
明
記
し
て
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
叉
同
じ
く

　

〔
匈
奴
〕
北
丁
令
在
島
孫
回

と
あ
る
こ
と
か
ら
推
し
て
も
、
北
匈
奴
が
最
初
移
住
し
来
た
所
は
康
居
本
土
で
は
無
く
、
そ
の
外
港
た
る
キ
ル
ギ
ス
啖
野
北
部
ご

支
草
于
も
１
　
て
其
地
を
一
時
の
足
溜
り
と
し
た
堅
昆
（
キ
ル
ギ
ス
）
國
の
地
方
で
あ
っ
た
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

（

　　
一
　
　
匹
芙
皿
娘
｛
郡
一
匹
鈴

習
水
七
千
里
南
車
師
六
國
五
千
里
と
あ
ろ
は
漢
書
陳
湯
傅
等
よ
り
得
む
ろ
漢
代
の
堅
昆
の
知
識
を
誤

っ
て
介
入
ゼ
ろ
の
み
。
魏
初
の
状
勢
で
は
な
い
こ
然
れ
ど
も
他
の
部
分
は
概
ね
信
憑
す
べ
き
で
め
ろ
。
）

而
ら
ぼ
魏
書
悦
般
傅
・
に
明
記
す
る
「
北
単
于
の
康
居
シ
ル
ダ
リ
ア
北
岸
地
方
移
住
」
は
何
年
に
置
く
可
き
か
。
之
に
對
し
て
直
接
の
文
献
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資
料
は
無
く
情
況
判
断
に
侯
た
ね
ぼ
な
ら
ぬ
。
而
し
て
そ
れ
は
専
ら
康
居
國
自
身
の
状
勢
を
観
る
べ
き
で
あ
ら
う
が
。
魏
書
編
纂
以
前
に
於

　

て
之
を
求
む
る
・
に
、
晋
代
に
於
け
る
康
居
國
首
都
の
南
遷
の
事
賞
こ
そ
全
く
打
っ
て
着
け
の
状
勢
で
あ
る
。
即
ち
晋
初
、
武
帝
時
代
の
西
域

　

事
情
を
記
せ
る
１
　
書
四
夷
傅
に
は
。
、
従
来
康
居
の
首
都
は
卑
閲
城
（
今
ｏ
Ｃ
ｈ
ｉ
ｍ
ｋ
ｅ
ｎ
ｄ
｡
　
Ｔ
ｕ
ｒ
ｋ
ｅ
ｓ
ｔ
ａ
ｎ
附
近
）
で
み
っ
た
ｏ
を
改
め
て
、
遜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
）

　

か
南
方
の
蘇
蔽
城
（
今
の
Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
-
1
　
Ｓ
ａ
ｂ
ｚ
）
と
記
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
ｏ
事
貿
と
魏
書
悦
般
傅
の
北
軍
于
康
居
移
住
な
る
事
賓
と
を

。
相
照
庶
し
、
且
つ
は
曹
魏
時
代
の
康
居
國
の
領
土
堵
損
な
か
り
し
状
勢
と
を
參
照
し
て
、
キ
ル
ギ
ス
殯
野
北
部
に
於
て
勢
力
を
葺
っ
て
ゐ
た

　

北
匈
奴
が
晋
初
卸
ち
西
紀
二
八
〇
年
ｏ
頃
に
至
り
鐙
に
康
居
本
土
シ
ル
ダ
リ
ア
北
岸
地
方
に
雪
崩
れ
込
み
、
１
　
て
は
郷
支
軍
于
が
猛
威
を
振

　

っ
た
其
地
方
に
再
び
匈
奴
の
威
権
を
振
ふ
に
至
っ
た
と
推
定
す
る
こ
と
は
、
史
料
の
訣
損
す
る
営
時
の
情
況
判
断
と
し
て
決
し
て
不
営
で
は

　

な
い
と
信
ず
る
。
魏
書
西
域
傅
が
北
軍
于
の
康
居
移
住
を
報
導
し
て
ゐ
る
と
同
時
に
、
そ
の
康
居
ｏ
後
身
と
し
て
者
舌
な
る
國
の
存
在
を
教

　
　
　
　
　

（
ロ
）

　

へ
て
ゐ
・
る
。
（
者
舌
國
故
康
居
國
在
破
落
那
西
北
去
代
一
萬
五
千
四
百
五
十
里
太
延
三
年
遣
使
朝
貢
自
是
不
絶
）
。
者
舌
國
が
康
居
の
棄
て
灸

　

故
地
に
建
て
ら
れ
た
新
國
家
で
あ
っ
た
こ
と
は
殆
ど
疑
な
い
が
、
そ
れ
が
果
し
て
北
魏
時
代
に
於
て
も
旬
北
匈
奴
族
の
國
で
あ
っ
た
の
か
。

　

或
は
既
に
北
匈
奴
に
代
っ
た
他
０
民
族
堰
腫
の
如
き
も
Ｏ
Ｏ
國
で
あ
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
判
ら
な
い
。

　

（
イ
）
卑
関
城
の
地
位
に
就
て
は
大
宛
の
貴
山
城
よ
り
之
を
推
定
さ
ろ
可
き
で
あ
ろ
が
、
そ
の
貴
山
城
の
地
位
を
白
鳥
博
士
は
｝
｛
ｇ
Ｓ
と
さ
れ
、
桑
原
博
士
は

　
　
　

Ｋ
ｈ
ｏ
ｊ
ｅ
ｎ
ｄ
と
比
定
さ
れ
て
一
致
し
な
い
け
れ
ど
も
、
然
し
其
両
者
の
位
置
の
開
係
上
そ
の
何
れ
に
せ
よ
卑
関
城
を
チ
ュ
ル
キ
ス
タ
ソ
近
傍
卸
ち
シ
ル
ダ

　
　
　

リ
ア
北
方
に
比
定
す
る
こ
と
に
（
白
鳥
博
士
・
康
居
考
）
、
愛
更
か
要
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
ず
、
殊
に
桑
原
博
士
も
亦
卑
関
城
は
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
よ
り
痘
か

　
　
　

に
北
方
に
在
っ
む
も
の
と
主
張
さ
れ
て
ゐ
ゐ
（
藤
田
君
の
責
山
城
及
び
監
氏
城
考
を
讃
む
）
以
上
卑
関
は
唐
居
國
の
北
部
に
お
つ
む
こ
と
疑
な
く
、
従
っ

　
　
　

て
康
居
の
都
が
卑
関
よ
り
蘇
菰
に
遷
っ
れ
の
は
、
唐
居
の
中
心
が
痘
か
南
方
に
退
下
し
ち
こ
と
を
物
語
ゐ
も
の
で
あ
ろ
こ
と
論
を
侯
む
な
い
で
も
ら
う
。

　
　
　

何
。
敦
な
ら
ぼ
蘇
蔽
1
＊
’
　
　
　
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
の
晋
譚
と
な
す
學
説
尽
採
石
共
、
叉
唐
書
の
所
記
を
基
と
し
て
Ｋ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
=
Ｓ
ａ
ｈ
ｒ
-
i
-
Ｓ
ａ
ｂ
ｚ
と
な
す
學
脱
を
探
ゐ
共
。
何

　
　
　

れ
に
ゼ
よ
其
は
卑
閥
よ
’
り
疸
か
南
方
で
あ
ろ
か
ら
で
あ
ろ
。
〔
尤
も
白
１
　
博
士
（
粟
特
國
考
）
は
蘇
羞
の
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
地
方
に
非
ざ
ゐ
こ
と
を
論
断
せ
ら
れ

　
　
　

ｔ
・
然
し
何
れ
に
し
て
も
漢
書
・
大
宛
國
北
至
康
居
卑
関
城
千
五
百
一
十
里
と
晋
書
・
（
蘇
蓬
）
大
宛
西
北
可
二
千
里
の
二
記
事
を
比
較
す
る
の
み
に
て
も

　
　
　

兎
に
角
蘇
蓬
が
卑
関
の
南
で
あ
っ
ち
事
だ
け
は
認
め
れ
ぼ
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
付
鈴
談
で
あ
る
が
史
記
・
康
居
在
大
宛
西
北
可
二
千
里
の
記
事
と
漢
書
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晋
書
の
前
二
記
事
を
參
照
し
て
考
ふ
と
。
最
初
康
居
は
蘇
菰
の
地
を
都
と
し
て
居
･
Ｖ
＾
'
-
Ｒ
、
具
後
勢
力
を
噌
し
て
北
進
卑
閥
を
都
と
す
ろ
こ
と
＞
≪
り
、
晋

　
　

に
至
り
て
北
匈
奴
に
逍
は
れ
て
再
び
前
の
都
の
地
蘇
菰
に
退
い
む
も
の
と
推
定
で
き
ろ
〕
。

（
ロ
）
者
舌
國
が
Ｓ
ｏ
ｓ
で
あ
り
、
今
の
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
富
乙
こ
と
自
鳥
博
士
大
宛
閥
考
に
誕
か
れ
、
藤
田
博
士
亦
之
を
大
唐
西
域
記
の
赫
時
國
印
ち
石
國
な

　
　

り
と
し
タ
シ
ュ
ケ
ン
ト
に
富
つ
べ
し
と
説
か
れ
た
ご

　
　
　
　
　
　
　
　

六

　

フ
ン
ネ
ン
（
北
匈
奴
）
の
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
征
服
に
就
て

　

奄
蔡
國
（
阿
蘭
・
阿
蘭
聊
國
）
ｏ
Ａ
ｏ
ｒ
ｓ
i
　
Ｔ
Ａ
Ｉ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
）
の
比
定
、
叉
奄
蔡
の
臨
め
る
北
海
０
Ｍ
ａ
ｅ
ｏ
ｔ
i
ｓ
　
Ｐ
ａ
ｌ
ｕ
ｓ
（
ぽ
ｏ
｛
｝
、
粟
特
國
ｏ
Ｓ
ｕ
ｇ
ｄ
ａ
ｋ

（
Ｑ
ｉ
ａ
）
、
匈
奴
忽
傀
王
０
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｋ
（
Ａ
ｔ
ｔ
i
l
a
末
子
）
比
定
、
北
匈
奴
の
奄
蔡
掩
有
と
フ
ン
ネ
ン
０
ア
ラ
ー
ネ
ン
征
服
と
の
結
合
、

其
等
を
中
心
と
し
て
考
澄
し
た
る
匈
奴
フ
ン
ネ
ン
０
同
一
等
々
に
就
い
て
は
總
て
と
ル
ト
氏
Ｃ
ｔ
Ｊ
ｂ
ｅ
ｒ
　
ｄ
ｉ
ｅ
　
　
Ｗ
ｏ
ｌ
ｇ
ａ
-
Ｈ
ｕ
ｎ
ｎ
ｅ
ｎ

　
ｕ
ｎ
ｄ

　
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-

呂
｡
　
Ｓ
ｉ
ｔ
ｚ
ｂ
.
　
ｄ
.
　
Ａ
Ｊ
ｃ
ａ
ｄ
.
　
ｄ
.

　
　
W
ｓ
ｓ
.
　
ｉ
ｎ
　
Ｊ
ｆ
ｕ
ｎ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
｡
　
ｐ
ｈ
ｉ
ｌ
.
-
ｈ
ｉ
ｓ
ｔ
.
Ｋ
ｌ
.
｡
　
１
８
９
９
；
　
　
　
Ｍ
ｒ
.
Ｋ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
m
i
l
l
　
ａ
ｎ
ｄ
　
ｔ
ｈ
ｅ
　
　
　
H
i
ｕ
ｎ
ｇ
-
ｎ
ｕ
.
　
　
　
７
'
ｈ
ｅ
　
　
Ｊ
ｏ
ｕ
ｒ
ｎ
ａ
ｌ
　
ｏ
ｆ
　
t
ｈ
ｅ

Ａ
ｍ
ｅ
ｒ
ｉ
ｃ
ａ
ｎ
　
Ｏ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ａ
ｌ
　
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
t
ｙ
｡
　
　
　
Ｖ
ｏ
ｌ
.
　
Ｘ
Ｘ
Ｘ
｡
　
１
９
０
９
.
）
の
所
説
を
結
局
最
も
安
富
と
認
む
べ
き
も
の
と
信
す
る
。
唯
、
次
の
敷
項
は
Ｉ
庖
述

べ
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
も
０
で
あ
ら
う
。

Ａ
、
奄
蔡
=
Ａ
ｏ
ｒ
ｓ
i
比
定
０
手
禎

　

奄
蔡
の
別
名
阿
蘭
が
ｙ
ｒ
の
昔
譚
で
あ
る
の
は
何
等
問
題
で
は
な
い
。
唯
と
ル
ト
氏
が
奄
蔡
を
も
共

現
在
音
Ｊ
ｅ
ｎ
-
ｔ
ｓ
'
a
i
.
　
・
　
Ａ
ｎ
-
ｔ
ｓ
a
i
　
　
　
A
J
基
と
し
、
支
那
の
古
代
に
於
て
外
國
語
を
詳
す
る
に
尾
音
ｒ
を
常
に
ｔ
・
ｋ
又
は
ｎ
を
以
て
せ
る
こ
と
。

及
び
今
日
の
支
那
話
の
始
音
ｇ
は
昔
は
・
に
近
き
響
を
有
せ
る
も
の
な
る
こ
と
よ
り
、
奄
蔡
ｌ
Ａ
ｎ
-
ｔ
ｓ
a
i
-
Ａ
ｒ
-
ｓ
a
i
-
Ａ
ｏ
ｒ
ｓ
i
-
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｏ
ｒ
ｓ
i
　
　
　
Ａ
]

■
Ｍ
定

し
た
こ
と
は
、
奄
蔡
の
古
音
は
Ａ
ｔ
ｎ
-
ｔ
ｓ
a
i
｡
　
Ｊ
ｅ
ｍ
-
ｔ
ｓ
a
i
で
あ
る
と
云
ふ
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
氏
の
説
に
依
っ
て
顛
さ
れ
、
従
っ
て
マ
ル
カ
ル
ト
氏

の
所
説
の
如
く
、
奄
蔡
の
ア
ラ
ー
ネ
ｙ
比
定
は
、
奄
蔡
を
以
て
ｔ
ｎ
ａ
ｔ
ｓ
ｊ
ａ
-
Ｋ
ａ
　
Ｔ
ｓ
ｋ
ｔ
.
）
　
m
a
ｔ
ｈ
ｉ
ｊ
ａ
ｋ
ａ
（
心
・
）
ヨ
ー
″
ｒ
（
…
）
魚
食
者
即
ち
ヘ
ロ

ド
ト
ス
ー
ス
ト
ラ
ボ
ン
Ｑ
　
Ｍ
ａ
ｓ
ｓ
ａ
ｇ
ｅ
ｔ
ｅ
ｎ
で
あ
る
と
な
し
、
ア
ー
フ
ー
ネ
ン
は
マ
サ
ｙ
ｌ
テ
ン
の
後
裔
な
る
こ
と
（
Ａ
ｍ
ｉ
ａ
ｎ
ｕ
ｓ
　
Ｍ
ａ
ｒ
ｃ
ｅ
ｌ
ｌ
ｎ
ｕ
ｓ
）
よ
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お

り
、
奄
蔡
と
ご
″
ｏ
ｌ
（
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
）
と
を
結
び
つ
く
べ
き
で
あ
ら
う
Ｕ
.
　
i
ｖ
ｉ
ａ
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
｡
　
Ｕ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｓ
ｕ
ｃ
ｈ
ｕ
ｎ
ｇ
ｅ
ｎ
　
ｚ
ｕ
ｒ
　
Ｇ
ｅ
ｓ
ｃ
ｈ
ｉ
ｃ
ｈ
ｔ
ｅ
　
ｖ
ｏ
ｎ
　
Ｅ
ｒ
ａ
ｎ
｡
　
Ｈ
ｅ
ｆ
ｔ

Ｕ
.
　
ｔ
ｉ
ｂ
.
　
≫
４
-
≪
０
｡
　
-
Z
W
;
　
Ｊ
.
Ｊ
.
　
M
.
　
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
.
　
Ｄ
ｉ
ｅ
　
W
e
ｓ
ｔ
ｌ
ａ
ｎ
ｄ
　
Ｃ
ｈ
ｍ
ａ
ｓ
　
i
n
　
ｖ
ｏ
ｒ
ｃ
ｈ
ｒ
i
ｓ
ｔ
ｌ
ｉ
ｃ
ｈ
ｅ
ｎ
　
Ｚ
ｅ
ｉ
ｔ

　
Ｓ
.
　
１
６
.
參
照
）
。
斯
様
に
考
へ
る
方
が
賞
際

後
漢
書
奄
蔡
改
名
阿
蘭
聊
國
、
魏
略
奄
蔡
國
一
名
阿
蘭
な
る
文
句
に
も
。
よ
り
適
意
す
る
譚
で
あ
る
。

　

註

　

白
鳥
博
士
は
奄
蔡
の
奄
の
古
吾
は
、
厭
の
廣
東
晋
漠
口
昔
等
の
例
よ
り
見
て
、
１
Ｉ
と
弓
の
二
吾
が
あ
つ
て
を
蔡
は
ａ
ｐ
-
ｃ
ａ
　
（
ｔ
）
と
弩
音
さ
れ
む

　
　

と
考
へ
ら
れ
、
之
■
＾
　
Ｐ
ｌ
ｉ
ｎ
ｉ
ｕ
ｓ
に
見
Ｓ
~
＾
　
　
Ａ
ｂ
ｚ
ｏ
ａ
ｅ
に
常
て
ら
れ
た
〔
尤
も
ｙ
ル
カ
ル
ト
氏
は
ト
マ
シ
ェ
ク
氏
同
様
こ
の
不
明
の
Ａ
Ｂ
Ｚ
Ｏ
Ａ
Ｅ
　
ｔ
ｌ

　
　

Ａ
Ｒ
Ｚ
Ｏ
Ａ
Ｅ
の
誤
と
し
＾
　
（
M
a
ｒ
ｑ
ｕ
ａ
ｒ
ｔ
｡
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｓ
.
　
Ｓ
.
　
８
５

）
　
'
＆
、
博
士
は
共
に
１
　
せ
ら
れ
ず
、
擾
り
に
Ａ
ｒ
ｚ
ｏ
ａ
ｅ
　
に
改
僥
す
ろ
理
由
な
し
と
さ
れ
む
（
塞

　
　

民
族
考
）
〕
の
で
あ
ろ
が
、
其
以
上
Ａ
ｂ
ｚ
ｏ
ａ
ｅ
と
Ａ
ｌ
ａ
ｎ
　
ｃ
開
係
奄
蔡
阿
蘭
の
史
実
と
の
類
似
相
通
等
に
就
て
は
論
ぜ
ら
れ
な
か
つ
む
。

Ｂ
、
ホ
ロ
ー
ト
氏
ｏ
大
洋
北
海
に
對
す
る
ヒ
ル
ト
氏
と
ｏ
見
解
の
相
違
（
Ｇ
ｒ
ｏ
ｏ
ｔ
｡
　
　
　
Ｉ
ｂ
ｉ
ｄ
.
　
Ｓ
.
　
１
６
.

ｊ
は
ホ
ｎ
　
I
―
　
1
^
i
i
j
'
M
康
居
を
Ｓ
ａ
ｍ
ａ
ｒ
ｋ
ａ
ｎ
ｄ

に
局
限
し
て
考
へ
た
る
埓
に
生
ぜ
る
誤
解
で
あ
り
、
（
康
居
の
位
置
に
就
て
は
白
鳥
博
士
西
域
史
上
の
新
研
究
康
居
考
を
參
照
せ
よ
）
、
叉
史

記
ｏ
無
崖
な
る
文
句
を
ｋ
ｅ
ｍ
ｅ
　
ｂ
ｅ
ｒ
ｇ
ｉ
ｇ
ｅ
　
Ｕ
ｆ
ｅ
ｒ
　
Ａ
]
解
程
し
ｕ
ｆ
ｅ
ｒ
l
o
ｓ
に
非
ず
と
す
る
こ
と
も
亦
正
し
く
無
く
、
崖
は
涯
と
同
様
で
あ
っ
て
、

と
ル
ト
の
大
洋
北
海
に
開
す
る
所
誕
は
正
営
で
あ
る
。
奄
蔡
西
具
大
秦
接
（
魏
略
）
な
る
遠
西
の
位
置
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。

Ｃ
、
粟
特
國
Ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｋ
　
　
　
Ｑ
比
定

　

後
漢
書
の
粟
弐
國
、
魏
略
の
属
弱
國
、
晋
書
の
粟
弐
國
は
白
鳥
博
士
（
粟
特
國
考
）
・
に
よ
っ
て
中
央
亜
細
亜

の
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ａ
ｋ
　
（
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
ｉ
ａ
ｎ
ａ
）
　
^
ｙ
る
こ
と
０
疑
ふ
可
ら
ざ
る
こ
と
が
明
か
に
せ
ら
れ
た
。
従
っ
て
、

　

魏
書
、
粟
特
國
在
嶺
之
西
、
古
之
奄
蔡
、
一
名
温
那
沙
、
居
於
大
洋
、
在
康
居
西
北
、
去
代
一
萬
六
千
里
、
先
是
匈
奴
殺
其
王
、
而
有
其

　

國
、
至
王
忽
傀
、
己
三
世
矣
、
其
國
商
人
先
多
詣
涼
土
、
。
販
資
、
及
克
姑
蔵
、
悉
見
虜
、
高
宗
初
粟
特
王
遣
使
請
頗
之
、
詔
題
焉
、
自
後

　

無
使
朝
献
、

　

周
書
、
粟
特
國
在
葱
嶺
之
西
、
盈
古
之
庵
蔡
、
一
名
温
那
沙
、
居
於
大
洋
、
在
康
居
西
北
、
保
定
四
年
其
王
遣
使
献
方
物
、

と
見
ゆ
る
魏
書
周
１
　
の
粟
特
國
も
一
座
中
亜
の
ソ
ダ
ド
か
と
疑
っ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、
然
し
そ
れ
は
印
古
の
奄
蔡
で
あ
る
こ
と
恂
大
滓
に

-33-



∂4

臨
む
こ
と
向
康
居
０
西
北
で
あ
る
こ
と
向
魏
の
代
都
よ
ｐ
一
萬
六
千
里
０
距
離
あ
る
こ
と
（
サ
ｔ
ル
カ
ン
ド
な
る
悉
萬
斤
國
は
代
を
去
る
一

萬
二
千
七
百
二
十
里
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
勿
論
極
め
て
杜
撰
な
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
大
蔵
の
遠
近
を
知
り
得
る
）
同
匈
奴
が
其
國
を
奪
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
イ
）

て
ゐ
る
こ
と
よ
り
し
て
之
が
中
亜
Ｓ
ｏ
ｇ
ｄ
、
漢
史
０
属
絲
粟
弐
と
は
叉
別
箇
０
も
０
で
あ
る
こ
と
が
明
瞭
に
解
る
の
で
あ
る
。

　

而
し
て
叉
魏
書
０
該
記
事
を
中
亜
ソ
ダ
ド
に
對
す
る
誤
記
と
鴛
し
得
な
い
理
由
と
し
て
田
魏
書
西
域
傅
は
魏
牧
原
著
の
姿
を
大
膿
残
し
、

共
記
逃
に
は
大
蔵
信
憑
を
置
き
得
る
性
質
な
る
こ
と
開
魏
書
本
紀
宋
書
周
書
等
を
検
す
る
に
粟
特
國
は
魏
朝
に
九
同
の
朝
貢
を
鴛
し
、
北
周

に
至
っ
て
も
朝
貢
し
て
ゐ
殊
に
多
数
の
國
人
が
北
魏
に
虜
は
れ
て
居
た
こ
と
よ
り
し
て
も
常
時
の
支
那
人
が
粟
特
國
に
就
き
て
左
程
の
誤
っ

た
知
識
を
有
す
る
と
は
考
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
同
魏
書
西
域
傅
に
ン
グ
デ
ィ
ア
ナ
を
示
す
悉
萬
斤
國
０
傅
が
粟
特
國
と
別
所
に
立
て
ら
れ
て
ゐ
る

こ
と
㈲
且
つ
魏
書
本
紀
太
和
三
年
西
域
諸
國
入
貢
０
條
に
も
吐
谷
渾
…
…
粟
特
、
州
逸
…
…
悉
萬
斤
等
國
各
遣
使
朝
貢
と
粟
特
と
悉
萬
斤
と

を
別
記
し
て
ゐ
る
こ
と
同
若
し
粟
特
が
中
亜
の
ソ
ダ
ド
な
ら
ぽ
太
和
三
年
後
朝
貢
０
絶
へ
る
理
由
が
な
Ｓ
/
Ｊ
-
Ｕ
（
個
り
に
ソ
ダ
ド
國
０
中
心

が
他
所
か
ら
太
和
三
年
頃
悉
萬
斤
國
に
遷
都
と
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
な
ら
ば
小
名
稀
悉
萬
斤
國
が
消
え
て
大
名
稲
粟
特
が
績
が
れ
る
で
あ

ら
う
。
且
つ
北
周
保
定
四
年
に
再
び
粟
特
０
名
が
見
え
る
の
は
其
地
が
極
遠
で
永
ら
く
朝
貢
か
杜
絶
し
て
ゐ
た
こ
と
を
想
は
し
め
る
）
向
粟

特
が
中
亜
の
ソ
ダ
ド
で
あ
る
な
ら
ば
雁
腱
の
襲
奪
の
こ
と
が
記
さ
る
可
く
、
匈
奴
の
暇
入
が
記
さ
れ
て
ゐ
る
筈
が
な
い
こ
と
、
（
営
時
懸
哩
に

開
し
て
支
那
人
は
相
営
０
知
識
を
有
し
匈
奴
と
間
違
へ
る
と
は
思
へ
ず
、
殊
に
其
王
名
を
知
り
そ
の
種
人
引
取
の
懇
請
を
さ
へ
受
け
て
ゐ
る

の
で
あ
る
）
ｔ
円
元
史
類
編
に
引
用
し
た
十
三
州
志
に
「
奄
蔡
粟
特
各
有
君
長
」
と
あ
る
０
は
、
粟
特
が
中
亜
に
在
る
を
示
さ
す
、
却
っ
て
奄

蔡
即
ち
Ｔ
ａ
ｎ
ａ
ｉ
ｓ
河
地
方
０
遠
西
地
方
内
に
相
接
し
て
存
在
し
、
唯
別
々
の
君
長
を
営
時
頂
い
て
ゐ
た
こ
と
を
示
す
も
０
で
あ
る
こ
と
。
以

上
七
個
の
事
項
を
學
げ
得
る
と
思
ふ
。

　

魏
書
周
書
の
粟
特
傅
内
の
上
掲
五
個
の
記
事
及
び
此
０
七
個
０
反
誼
旁
鐙
よ
り
し
て
、
少
く
と
も
魏
書
周
書
の
粟
特
０
み
は
中
亜
の
ン
グ

ド
漢
史
０
粟
戈
葛
餅
で
な
く
、
魏
書
周
書
の
粟
特
傅
は
誤
記
に
非
ず
正
営
で
あ
る
。
従
っ
て
自
分
は
之
を
主
た
る
資
料
と
し
て
ｔ
ル
ト
秋
晩
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必

が
粟
特
Ｓ
ｕ
ｄ
ａ
ｋ
｡
　
Ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｋ
匈
奴
忽
傀
王
０
比
定
フ
ン
ネ
ン
０
ア
ー
フ
ー
ネ
ン
征
服
‘
と
匈
奴
の
阿
蘭
併
合
、
北
匈
奴
フ
ン
ネ
ン
同
一
を
論
這
し
た

立
場
を
承
認
す
る
も
の
な
０
で
あ
る
。

（
イ
）
通
典
は
後
漢
書
粟
戈
傅
の
記
事
と
魏
書
架
特
傅
の
記
事
と
を
混
ぜ
記
し
架
戈
一
名
粟
特
と
記
し
て
ゐ
ゐ
の
は
通
典
編
者
の
速
断
謬
断
に
過
ぎ
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

　

結

　
　
　
　
　

論

　

以
上
五
章
に
亘
つ
て
曖
昧
な
り
し
北
匈
奴
の
西
走
、
東
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
於
け
る
其
後
の
活
躍
、
欧
洲
入
境
の
状
況
を
明
瞭
に
し
、
且
つ

魏
書
周
書
に
見
ゆ
る
粟
特
國
は
ヒ
ル
ト
教
授
０
我
定
せ
る
如
く
ク
リ
ー
ム
牛
島
の
ス
ダ
ツ
タ
と
見
て
何
等
支
障
な
き
こ
と
を
論
じ
て
、
ｂ
ル

ト
教
授
の
立
鐙
せ
る
ヴ
ォ
ル
ダ
フ
ン
ネ
ン
北
匈
奴
同
一
晩
に
對
し
、
従
来
よ
り
も
一
珊
明
確
且
つ
適
切
な
る
情
況
判
断
的
晩
明
資
料
を
附
加

し
得
、
更
に
魏
書
周
書
粟
特
國
傅
の
記
載
０
・
誤
偽
な
ら
ざ
る
こ
と
を
晩
き
、
又
奄
蔡
は
其
比
定
の
経
過
を
異
に
す
る
と
も
、
同
じ
く
ア
ー
フ
ー

ネ
ン
な
る
こ
と
を
辿
ぷ
る
こ
と
に
よ
り
て
、
該
グ
ォ
ル
ガ
フ
ン
ネ
ン
北
匈
奴
同
一
説
０
立
鐙
根
攘
の
正
営
な
る
こ
と
を
主
張
し
得
た
と
信
ず

る
も
○
で
あ
る
。

　

恂
第
二
章
の
北
匈
奴
年
表
に
は
北
匈
奴
と
直
接
開
係
な
き
事
項
を
も
数
箇
附
加
し
て
、
後
漢
の
西
域
経
曹
史
０
概
表
と
し
て
も
利
用
し
得

ら
れ
る
や
う
力
め
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
了
‘
）

35-


